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p＜0．01、p＜0．05）。また、性別と食事療法遵守度に交
互作用ψ＜0．05）を認めた。Social　supportとself－
eMcacy得点の関係は、　A－mで有意ψ＜0．Ol）の相関
関係を認めた。
【結論】慢性腎不全低たんぱく食事療法を遵守し治
療効果を高めるには、男性ではsocial　supportと、　self－
eMcacyの高さ、一方、女性ではself－eMcacyの高さが重
要であると考えられた。
PD－63．
尿道麻酔の温度差による疹痛に関する検討
（八王子・泌尿器科）
○吉川　慎一、細田
　松本　太郎、山本
（霞ヶ浦・泌尿器科）
　野田賢治郎、鮫島
悟、大鶴　礼彦
豊、松本　哲夫
剛、伊藤　貴章
【目的】男性膀胱鏡検査は尿道浸潤麻酔により行わ
れているが痺痛を伴う検査である。今回われわれは疹
痛の軽減を目的に尿道麻酔薬の温度による疹痛の比
較を質問紙調査にて行ったので報告する。
【対象および方法】　当科およびその関連施設にて初
めて膀胱鏡検査を行い質問紙調査に協力の得られた
47例を対象とした。尿道浸潤麻酔には常温あるい冷蔵
（4℃）の2％キシロカインゼリーを用いた。原則的に
膀胱鏡検査にはオリンパス社軟性膀胱ビデオスコー
プ（VISERA）を用い仰臥位で行った。検査直後に自
記式による質問紙調査を行った。疹痛に関する評価に
はvisual　analog　scale（VAG）方式（0－100　mm）を用
い、（1）ゼリー注入時、（2）内視鏡挿入、（3）観察時、（4）
終了直後の4期に分け検討した。さらに採血、筋肉注
射、点滴などの他の処置との疹痛の比較項目を設け
た。
【結果】対象の年齢は18．1～82歳（中央値70．5歳）
であった。検査目的は血尿精査目的が最も多く、次い
で排尿困難精査であった。上記の4期における痺痛に
関する評価項目では、常温の群での中央値（mm）は
（1）12、（2）20、（3）20、（4）10で、冷蔵の群では（1）15、
（2）35、（3）25、（4）20であった。
【結語】今回の検討では尿道麻酔薬の温度差による
重態の軽減は明らかではなかった。軟性膀胱ビデオス
コープの導入により男性患者の検査の雄鷹に関する
負担は軽減していると考えられるが、女性と比較する
と全ての項目で痺痛を感じており麻酔方法を含め更
なる検査方法の改善が必要であると思われた。
PD－64．
本学初の脳死下提供腎移植の経験一待機期間15
年を経て
（外科学第五）
○今野　　理、中村　有紀、城島　嘉麿
　岩本　　整、濱　耕一郎、岩堀　　徹
　葦沢　龍人、松野　直角、長尾　　桓
　1997年10月に我が国で臓器移植法が施行されて以
来、今年3月までに37例の脳死下臓器提供があった。
平成17年2月、内頚動脈瘤破裂による脳虚血を原因
とする本邦37曲目の脳死ドナーが東京都港区の病院
で発生した。その後、肺、肝臓、心臓、膵臓、そして
腎臓が各地の施設で移植された。うち一つの腎臓が当
科において移植された。
　当科で施行された症例は、1990年に当センターで腎
移植希望者登録を済ませた透析歴20年の57歳女性
である。当日の経過としては、日本臓器移植ネット
ワークより透析中であった患者本人ヘドナー発生、
マッチング第二候補である旨伝えられた。移植手術施
行に対する意思確認をした後、至急当センターへの来
院を指示した。
　来院後は、緊急手術に準じた諸検査に加え、膀胱造
影検査、免疫抑制剤の投与を施行した。最終的な意思
確認およびインフォームドコンセントを得た上、翌日
午前 時より腎移植術開始となった。グラフト腎動静
脈をレシピエントの外腸骨動静脈へ吻合し、右腸骨窩
へ移植した。移植腎血流再開後8分で初尿を確認し、
尿管膀胱吻合、閉創し手術終了となった。手術時間は
4時間21分、出血量は1，209mlであった。
　移植後24時間で3，180mlの尿量を認め、透析は施
行していない。血清Cr値は術後5日で0．8　mg／d1、
BUN　l　5．8　mg／dlと正常化した。術後免疫抑制療法は、
タクロリムス、メチルプレドニゾロン、ミコフェノー
ル酸モチフェル、抗IL－2レセプター抗体を使用した。
術後経過は順調で拒絶反応等、特記すべき合併症は認
めず3月下旬退院となった。
　現在、我が国における腎移植希望待機登録者数は約
12，㎜人であり、臓器不足状態である。意思表示カー
ドは累計約9，700万枚配布されているが、昨年秋以降、
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臓器提供意思カードの軽微な記載ミスは弾力的に解
釈する、という方針になり今後さらに脳死ドナーの増
加が考えられる。
PD－65．
：Bioelectrical　impedance　analysisの応用による
透析患者の栄養アセスメント
（腎臓科）
○権藤　麻子、松本　　博、岡田　知也
　韓　　丸丸、長岡　由女、岩澤　秀明
　外丸　　良、和田　憲和、朱　　時世
　金澤　良枝、中尾　俊之
【目的】Bioelectrical　impedance　analysis（BIA）は生
体に微弱な交流を通電して身体組成を分析する方法
である。我々はBIAを応用した体蛋白量の評価法を考
案し、これにより透析患者の栄養状態の評価を行っ
た。
【方法】対象は腹膜透析（PD）患者男性45名、女性35
名、血液透析（HD）患者男性282名、女性llO名、コ
ントロール（Cont）男性45名、女性43名。多周波
BIAによりwhole　bodyとしての体蛋白量を測定し、
BPIを次により算出した。：BPI＝体蛋白量（kg）／身長
（m）20
【結果】男性患者のBPIはPD群に4．41±0．36で、
Cont　Mk　4．72±0．37と比べ有意に鼻腔ψ＜0．001）で
あったが、HD群4．25±0．37より高値ψ＜0．01）を示
した。同様に女性患者のBPIは、　PD群3．83±0．36で
Cont群4．00±O．34と比べ有意に低値ψ＜0．05）で
あったが、H：D群より高値ψ＜0．05）を示した。
【結論】PD患者の体蛋白量は、　Contより低回である
が、HD患者より良好に維持されている。
PD－66．
腱損傷修復過程における低出力超音波刺激の効
果
（整形外科学）
○岩崎　　剛、朝日　盛也、正岡　利紀
　山本　謙吾
　今回、我々は低出力超音波刺激（LIPUS）をラット
アキレス腱損傷部に照射して腱損傷修復過程におけ
るその効果を力学的に評価し、さらにTGF一β、　Type　I、
III　collagenに注目し、免疫組織学的検討を行った。
【対象および方法】アキレス腱損傷モデルラット36
羽を用い、片側にLIPUSを照射し照射群、対側を非照
射群として実験対象とした。LIPUSは、周波数1．5
MHz繰り返し周波数1．O　KHzバースト幅200
pt　sec照射出力30　mW／cm2に設定、毎日20分間2
～28日間照射を行った。術後2、5、10、14、21、28日
にて屠殺した後にアキレス腱を採取し、引っ張り強度
測定（クランプ間隔3mm、引っ張り速度3mm／min）を
行った。また連続前額断切片を作製、免疫組織学的検
討（TGF一β、　TypeI、　III　collagen）を行った。
【結果】　引っ張り試験では、術後10日目の強度は照
射群が有意に強かった（P＜0．Ol）が、14日目では10
日目と比し強度は強くなるも、両面問に有意差は認め
られなくなった。陽性細胞面積率にてTGF一βは経時
的に増加傾向を示した。Type　III　collagenは10日目よ
り、Type　I　collagenは14日目以降で著明な増加を認め
た。双方とも21日目まで照射群が有意に高値を示す
（P＜0．05）も28日目では有意差はなくなった。
【考察】我々はこれまでにLIPUSの影響について検
討し、修復期における照射群のb－FGF、　PDGF産生が
有意に高値を示すことを報告した。今回、腱損傷修復
期においてLIPUS照射により、TGF一βの産生が蛇心
し、Type　I、　III　collagen形成を高め、　b－FGF、　PDGF
に刺激された新生血管壁の増生に作用し、引書腹に促
進的に働くと考えられた。
【結論】LIPUSは腱修復過程を活性化し、腱の再構
築に対し有効に作用していると考えられた。
PD－67．
セメントレスTHAにおけるステム形状の違い
による大腿骨周囲の骨塩密度変化の検討
（八王子・整形外科）
○佐野　圭二、伊藤　康二、稲畠　勇仁
　小野　彰夫、宮Jl
（整形外科学）
　山本　謙吾
直樹、唐画　輿添
【目的】アキレス腱断裂に対する治療において、早期　　【目的】2種類のセメントレスstem周囲の骨塩密度
に十分な強度を獲得することが重要である。　　　　　　をdual　energy　X－ray　absorptiometry（DEXA）にて経
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